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「大田市人権センター」オープン
調理室調理室 研修室研修室

誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を目指して、９月２日に新しい

「福祉と人権のまちづくり」の拠点施設がオープンしました。（関連記事19ページ）



　
今
年
も
暑
か
っ
た
大
田
の
夏
。

そ
し
て
、
そ
の
暑
さ
よ
り
も
熱

か
っ
た
の
が
、
各
地
域
で
開
催
さ

れ
た
夏
祭
り
。
祭
り
を
運
営
す
る

ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
種
協
力
団
体
や
参
加
者
た
ち
の

熱
気
で
、
地
域
の
夏
祭
り
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
大
田
の
あ
つ
い
夏
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。

※
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
左
の
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

第52回
《８/８㈯ゆのつ温泉夏祭り》

第52回
《８/８㈯ゆのつ温泉夏祭り》

第52回
《８/８㈯ゆのつ温泉夏祭り》

第52回
《８/８㈯ゆのつ温泉夏祭り》

《８/30㈰大森会場》《８/30㈰大森会場》《８/30㈰大森会場》《８/30㈰大森会場》 《８/１㈯大田会場》《８/１㈯大田会場》《８/１㈯大田会場》《８/１㈯大田会場》
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第40回
《７/18㈯仁摩ごいせ祭》

第40回
《７/18㈯にまごいせ祭》

第40回
《７/18㈯にまごいせ祭》

―　第44回　天領さん　―
《８/４㈫久手会場》

―　第44回　天領さん　―
《８/４㈫久手会場》
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◇職員の勤務時間
開始時刻 終了時刻 休憩時間

８：30 17：15 12：00～13：00

　職員の勤務条件 
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　職員数の状況（部門別：各年４月１日現在）

◇職員の福祉の状況
　　職員健康診断、メンタルヘルス対策など、職員の健康管理に努めるとともに、島根県市町村職員共済組合に 
　加入し、福利厚生事業をおこなっています。

※　職員数は一般職の人数で、非常勤の職は含みません。

　職員採用試験の状況（Ｒ７年度中）

◇休暇制度の状況
 ①有給休暇

産前８週間（多胎妊娠：14週間）
以内、産後８週間以内
本人の結婚：７日以内
親族の死亡など：１日～10日

年次有給休暇

公務傷病等休暇

結核療養者休暇

私傷病休暇

生理休暇

休暇内容・日数

産前産後休暇

慶弔休暇

１年につき20日

療養必要期間

１年以内

90日以内

２日以内

※　このほか、夏季厚生休暇（５～10月において３
日以内）、妊娠障害休暇、子の看護等休暇、ドナー
休暇、ボランティア休暇などの特別休暇があります。
 ②無給休暇

介護休暇

不妊治療休暇

組合休暇

休暇内容・日数

通算で６か月以内

連続する６か月以内で、必要期間

30日以内

分限処分
（人数）

降任 免職 休職 降給 計
0 0 2 0 2

懲戒処分
（人数）

戒告 減給 停職 免職 計
0 0 0 1 1

◇職員の分限および懲戒処分（Ｒ７年度中）

◇職員の服務の状況（Ｒ７年中）
年次有給休暇の取得状況

※　付与日数には前年繰越分を含みます。

35.5日 12.5日 35.2％

平均付与日数 平均取得日数 取得率

◇職員の研修および人事評価
　　職員の資質向上や業務の効率化を図るため、積
　極的に各種研修に取り組んでいます。
　　また、人事評価については、平成22年度から実
　施しています。
◇公平委員会の業務の状況
　　勤務条件に関する措置要求および不利益処分に
　関する不服申し立ては、ありませんでした。

議 会
総 務
税 務
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
民 生
衛 生
教 育
消 防
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

総合計

4
79
20
1

24
17
40
72
32

0
5
1
0

▲ 2
0

▲ 3
▲ 2

2

737 ▲ 2

282
15
9

19

▲ 2
0
0

▲ 1

40
83

0
0

職員数 対前年
増減数Ｒ７年度

部門

一
般
行
政

特別
行政

公営
企業
など

4
74
19
1

26
17
43
74
30

739

284
15
9

20

40
83

Ｒ６年度

文 化 財 技 師
（ 建 造 物 ）

土 木 技 師
建 築 技 師
機 械 技 師
電 気 技 師
保 健 師
消 防 吏 員

調 理 員
助 産 師
看 護 師
介 護 福 祉 士
薬 剤 師
臨 床 検 査 技 師
診 療 放 射 線 技 師
管 理 栄 養 士

一 般 事 務
（ 手 話 通 訳 ）

一 般 事 務 48

104 63

3
1
1
0
8

14

2
1

14
2
0
2
1
5

1

25

3
1
1
0
4
8

1
1

12
2
0
2
1
1

1

職　種 受験者数 合格者数

医 療 事 務
（診療情報管理士）

合　計

1 0

0 0
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問人事課（☎0854‐83‐8014）

　「地方公務員法」および「大田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、令和７年度（決算は令和６年度）の市職員の給与などを公表します。
　なお、大田市職員の給与などの詳細は、市ホームページに掲載しています。

◇人件費の状況（Ｒ６年度普通会計決算） ◇ラスパイレス指数の状況

※　ラスパイレス指数とは、国家
公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を表す
指数です。
※　類似団体平均とは、人口規模、
産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したも
のです。

６月期
12月期

計

大田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉
1.25
1.25

2.50

1.05
1.05

2.10

1.25
1.25

2.50

1.05
1.05

2.10

◇期末・勤勉手当（Ｒ７.４.１現在）　 単位：給料月数

※　市、国とも職務による加算措置があります。

給料月額など 期末手当

６月期 1.65月分
12月期 1.65月分

420,000円
370,000円
350,000円

議長
副議長
議員

報酬

　職員の給与など

大学卒
高校卒

大田市 国
220,000円
188,000円

220,000円
188,000円

◇一般行政職初任給の状況（Ｒ７.４.１現在）

　職員手当はこのほか、扶養手当、住居手当、通勤
手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手
当、管理職手当、特殊勤務手当などがあります。

※　令和７年度は勧奨を行っていません。

◇退職手当（Ｒ７.４.１現在）
勤続年数

20年
25年
35年

限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

定年・勧奨
24.586875月分
33.270750月分
47.709000月分
47.709000月分※　平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。

※　平均給与月額は給料と諸手当の合計額です。
※　給料月額は、令和７年度から実施された給与削減措
置後の金額です。

◇一般行政職員の平均給料月額（Ｒ７.４.１現在）

年齢
給料月額
給与月額

平均値 大田市 国
40.9歳

314,058円
381,374円

41.9歳
332,237円
414,480円

給料月額など 期末手当

給料
市長

副市長
教育長

546,000円
561,000円
495,000円

６月期 1.70月分
12月期 1.70月分

◎特別職の報酬等の状況（Ｒ７.４.１現在）

※　給料月額は、令和７年度から実施された給与削減措
置後の金額です。

市職員の給与をお知らせします

◇職員給与費の状況（Ｒ６年度普通会計決算）

※　職員手当には「退職手当」は含まれていません。
※　職員数は令和６年４月１日の人数です。

人
428

千円
1,618,528

職員数
（Ａ） 給料

千円
2,567,802

合計
（Ｂ）

千円
280,674

千円
668,600

職員手当 期末勤勉
手当

千円
6,000

平均給与
(Ｂ/Ａ)

住民基本台帳人口
（Ｒ７.１.１）

人
31,475

歳出額
（Ａ）

千円
25,900,379

人件費
（Ｂ）

千円
4,700,516

人件費率
(Ｂ/Ａ)

％
18.1

年度 Ｒ７

大 田 市

類似団体平均

全国市平均

95.9

97.7

98.7

Ｒ６

98.8

97.6

98.6



大田地区保護司会の主な活動　　　
・更生保護サポートセンターの常駐
　※　基本、平日の９時～16時の間、保護司が
　常駐し話を伺います。事前の電話は不要です
　が、不在の場合があります。☎0854 - 88 - 2051
・７月１日「社会を明るくする運動」、内閣総理
　大臣からのメッセージ伝達式の開催
・小中学生への「社会を明るくする運動・作文
　コンテスト」の募集など

大田地区更生保護女性会の主な活動
　女性の立場から、犯罪防止活動、非行のない
社会を目指して活動するボランティア団体です。
・愛の募金活動により、市内小中学校へ「愛の
　図書（図書カード）」を配布
・代官山の清掃活動、保育所で
　の絵本の読み聞かせなど 《市ホームページ》

市長の日記

「社会を明るくする運動」で、内閣総理大臣の
メッセージを読み上げる岡田会長
「社会を明るくする運動」で、内閣総理大臣の
メッセージを読み上げる岡田会長
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「
保
護
司
」を
ご
存
知
で
す
か
？

　
保
護
司
は
、
全
国
に
約
４
万
７

０
０
０
人
い
ま
す
が
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

保
護
司
法
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
で
す
が
、
給
与
は
支
給
さ

れ
ず
、
活
動
内
容
に
応
じ
て
実
費

弁
償
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
　

　
保
護
司
は
、
民
間
人
と
し
て
の

柔
軟
性
と
地
域
の
実
情
に
通
じ
て

い
る
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
保

護
観
察
所
の
保
護
観
察
官
と
協
力

し
て
保
護
観
察
に
当
た
る
ほ
か
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
刑
務
所

や
少
年
院
か
ら
社
会
復
帰
を
果
た

し
た
と
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生

活
を
営
め
る
よ
う
、
住
居
や
就
業

先
な
ど
、
帰
住
環
境
の
調
整
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
も
、
何

ら
か
の
処
分
を
受
け
た
後
は
、
社

会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
更
生
保
護
と
は
、
国
が
自
治
体

や
民
間
の
人
々
と
連
携
し
て
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
支
え
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非

行
の
予
防
、
再
犯
防
止
を
目
的
と

し
た
活
動
で
す
。

　
大
田
地
区
保
護
司
会
に
は
、
31

人
の
定
員
に
対
し
て
、
現
在
28
人

（
う
ち
、
女
性
４
人
）が
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
の
拠
点
は
更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
旧
仁
摩

町
有
線
放
送
電
話
協
会
本
部
）で
、

主
な
活
動
内
容
は
左
の
と
お
り
で

す
。

問
生
活
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐

83
‐
８
1
7
6
）

保
護
司
と
は

大
田
市
で
の
活
動
状
況
は

更
生
保
護
と
は

更生保護サポートセンター更生保護サポートセンター

大
田
地
区
保
護
司
会
と
開
催

「
市
長
と
語
る
会
」

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
明
る
く
元
気
な
「
お
お
だ
」
を

創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
へ
出

向
き
、
市
長
が
直
接
市
民
の
皆
さ

ん
と
対
話
す
る「
市
長
と
語
る
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
31
日
、
仁
万
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
大
田
地
区
保
護
司
会

な
ら
び
に
更
生
保
護
女
性
会
と

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
７
月
の
「
再
犯

防
止
啓
発
月
間
」
お
よ
び
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

に
合
わ
せ
て
、
市
長
に
更
生
保
護

や
保
護
司
会
の
活
動
を
よ
り
深
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
保
護
司

会
よ
り
申
し
出
が
あ
り
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
保
護
司
会
か
ら
本
市
に
お
け
る

犯
罪
の
現
状
に
つ
い
て
統
計
資
料

を
用
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

保
護
司
会
お
よ
び
更
生
保
護
女
性

会
の
役
割
や
活
動
状
況
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

保
護
司
の
な
り
手
不
足
や
女
性
保

護
司
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、
市
長
と
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
６
）

《市ホームページ》
市長の日記

市長と語る会の様子市長と語る会の様子
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経験と知識を生かし、世界と日本を繋ぐ架け橋に

全
国
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会

功
労
者
表
彰

　
市
元
教
育
委
員
の
梶
伸
光
さ
ん

（
温
泉
津
町
）
が
、
令
和
８
年
度
全

国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
梶
さ
ん
は
、
８
年
以
上
に
わ
た

り
教
育
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
教

育
行
政
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
、
市
役
所
に
お
い
て

表
彰
状
贈
呈
式
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
教
育
長
が
、
こ
れ
ま
で
の
尽

力
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

問
教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
１
９
）

第
10
回

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

中
国
経
済
産
業
局
長
賞

　
帝
人
コ
ー
ド
レ
株
式
会
社
（
長

久
町
）の
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
５

人
が
、
第
10
回
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
の
中
国
経
済
産
業
局
長
賞
を

受
賞
さ
れ
、
８
月
５
日
に
市
長
を

訪
ね
受
賞
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
エ
ア
リ
ー
Ⓡ

と
い
う
、
人
工
皮
革
の
開
発
技
術

で
、
空
気
を
通
し
つ
つ
も
水
を
通

さ
な
い
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
、

世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
素
材
は
、
水
を
は
じ
き
な

が
ら
蒸
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
特
徴
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
靴
や
ラ

ン
ド
セ
ル
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
内
田
俊
一
代
表
取
締
役
社
長
は

「
”大
田
か
ら
世
界
に
“
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
今
回
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。
数
多
く
の
努
力
の
積
み
重

ね
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
世
界
で
活
躍
す
る
企

業
が
当
市
に
あ
る
こ
と
を
誇
ら
し

く
思
う
。
今
後
も
新
た
な
商
品
開

発
を
期
待
し
て
い
る
」
と
、
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
２
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

梶伸光さん梶伸光さん

海外協力隊員としてホンジュラスへ　　
　
　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

　
　
　
Ｃ
Ａ
）
の
海
外
協
力
隊
員

　
　
　
と
し
て
、
２
年
間
ホ
ン

　
　
　
ジ
ュ
ラ
ス
に
派
遣
さ
れ
る

　
　
　
木
村
美
咲
さ
ん
（
大
田
町

　
　
　
出
身
）
が
７
月
８
日
、
市

　
　
　
長
を
訪
問
し
抱
負
を
語
り

　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
も
と
も
と
海
外
に
興
味

　
　
　
が
あ
り
、
海
外
旅
行
の
経

　
　
　
験
も
豊
富
な
木
村
さ
ん
で

　
　
　
す
が
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の

　
　
　
あ
る
中
南
米
は
初
め
て
と

　
　
　
の
こ
と
。

　
　
　
　
木
村
さ
ん
の
配
属
先
の

　
　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ

　
　
　
ラ
サ
ン
県
教
育
委
員
会
で

　
　
　
小
学
校
教
育
に
携
わ
り
ま

　
　
　
す
。

　
木
村
さ
ん
は
「
帰
国
後
に
子
ど

も
た
ち
に
海
外
で
の
楽
し
い
こ
と

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
伝
え
た
い
」

と
述
べ
、
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
教
育
の
基
盤
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
。
ま
た
、
文
化
の
違
い
を
学
ぶ

こ
と
も
大
切
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
２
年

後
に
嬉
し
い
報
告
が
い
た
だ
け
る

の
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

《市ホームページ》
市長の日記

問
教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
１
９
）

木村美咲さん木村美咲さん

市長と談笑する木村さん（左）市長と談笑する木村さん（左）

《市ホームページ》
市長の日記

帝人コードレ株式会社の皆さん帝人コードレ株式会社の皆さん
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　私の地元であるポハンは韓国の東側に位置しており、
直線距離で大田市から約450㎞離れています。
　ポハンはPOSCO（ポスコ）という企業を中心に鉄鋼
産業が発展した街です。韓国は1970年代から海に近い東
側の都市を中心に重工業を発展させてきましたが、ポハ
ンもその一つでした。そのため、ポスコが支援する映画
館や学校、サッカーチームなど、街のあらゆる所からそ
の影響を感じることができます。
　また、ポハンは日の出が見られる場所としても有名で
す。韓国の本土で最も東に位置しており、一番早く日の出が見られます。日の出の名所である　　　（虎尾岬：
ホミゴッ）には、海と陸地にそれぞれ右手と左手の形をした大きい造形物があり、調和しながら共に生きていく
ことを象徴しています。
　また、ホミゴッには大きい鍋があり、昔はその鍋で１万人分の　　（トックク）を作り、１月１日に訪問した
人々に配るイベントも行われていました。トッククは韓国の新年の伝統料理ですが、現在は料理キットを配る形
に変っています。

よ かんじ
※　読みやすいように漢字にふりがなをつけています。

８

国際交流員
キム・ガリン

こくさいこうりゅういん

き　む        が   り   ん

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）
ていじゅうか

　問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き かく か

「広報おおだ」や「市ホームページ」では、市の取り組みやイベントなど

の情報、いろいろな手続きの案内を載せています。

日本語で書いてある文章を、グーグル翻訳ソフトを使って、読みたい言葉

にする方法を、市ホームページで紹介しています。

「広報おおだ」の目次を「市ホームページ」に載せています。

読みたいページを確認して「広報おおだ」の読みたいページを開いて、

スマートフォンでグーグル翻訳ソフトなどを使って読むことができます。

目　次
もく　　じ

読む方法
よ　　ほうほう

「広報おおだ」と「市ホームページ」が

　　　　　　　　　　　　多言語で読めます

こう ほうこう ほう し　 ほ　ー　 む　ぺ　 ー　じし　 ほ　ー　 む　ぺ　 ー　じ

た  げん　ごた  げん　ご よよ

ぽ はん

～大田市から約450km、東京より近い韓国の浦項～
おお だ　し やく きろめーとる とうきょう ちか かんこく

こうほう し ほ ー む ぺ ー じ し と く い べ ん と

じょうほう て つづ あんない の

に ほん ご か ぶんしょう ぐ ー ぐ る ほんやくそ ふ と つか よ こと ば

ほうほう し ほ ー む ぺ ー じ しょうかい

こうほう もく じ し ほ ー む ぺ ー じ の

よ ぺ ー じ かくにん こうほう よ ぺ ー じ ひら

す ま ー と ふ ぉ ん ぐ ー ぐ る ほんやくそ ふ と つか よ

わたし じ もと ぽ は ん かんこく ひがしがわ い  ち

ちょくせんきょ  り おお だ  し やく きろめーとるはな

ぽ は ん ぽ す こ きぎょう ちゅうしん てっこう

さんぎょう はってん まち かんこく ねんだい うみ ちか ひがし

がわ と し ちゅうしん じゅうこうぎょう はってん ぽ は

ん ひと ぽ す こ し えん えい が

かん がっこう さ っ か ー ち ー む まち ところ

えいきょう かん

ぽ は ん ひ 　 で 　 み ば しょ ゆうめい

かんこく ほん ど もっと ひがし い  ち いちばんはや ひ 　 で 　 み ひ 　 で めいしょ とら びみさき

ほ み ご っ うみ りくち みぎ て ひだりて かたち おお ぞうけいぶつ ちょうわ とも い

しょうちょう

ほ み ご っ おお なべ むかし なべ まんにんぶん と っ く く つく いちがつついたち ほうもん

くばくばひとびと い べ ん と おこな と っ く く かんこく しんねん でんとうりょうり げんざい りょうり き っ と かたち

かわ
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【
囲
碁
】

　
７
月
28
日
・
29
日
に
由
利
本
荘

市
総
合
防
災
公
園
ナ
イ
ス
ア
リ
ー

ナ（
秋
田
県
）で
開
催
さ
れ
る「
第

50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
」
に
、
県
立
出
雲
高
等
学
校
１

年
生
の
辻
瑚
乃
美
さ
ん
（
仁
摩
町

出
身
）の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
辻
さ
ん
は
「
こ
の
大
会
は
県
大

会
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
、
厳
し
い

試
合
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

一
手
一
手
大
切
に
打
ち
た
い
。
そ

し
て
何
よ
り
、
日
頃
か
ら
指
導
し

て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
悔
い
の
な
い
対

局
が
で
き
る
よ
う
気
持
ち
を
切
ら

さ
ず
挑
み
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

【
軟
式
野
球
】

　
８
月
７
日
か
ら
８
月
13
日
に
愛

媛
県
内
の
各
地
で
開
催
さ
れ
る

「
高
円
宮
賜
杯
第
46
回
全
日
本
学

童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
、
大
田

東
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
に
来
ら
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
番
濵
綴
慈
さ
ん（
久
手
小
６
年
）、

１
番
稗
田
愛
心
さ
ん
（
久
手
小
６

年
）、２
番
堀
理
陽
仁
さ
ん（
朝
波

小
５
年
）、
３
番
永
長
海
緒
さ
ん

（
久
手
小
６
年
）、
５
番
渡
邉
虎
輝

さ
ん
（
久
手
小
５
年
）、
６
番
白

石
理
來
さ
ん
（
朝
波
小
６
年
）、

７
番
渡
邊
朝
陽
さ
ん
（
久
手
小
６

年
）、８
番
影
山
徠
翔
さ
ん（
久
手

小
６
年
）、
９
番
谷
本
結
哉
さ
ん

（
久
手
小
５
年
）、
11
番
田
村
俐
來

さ
ん（
久
手
小
４
年
）、12
番
稗
田

寛
助
さ
ん（
久
手
小
４
年
）、13
番

迫
田
結
仁
さ
ん
（
朝
波
小
４
年
）。

　
主
将
の
濵
さ
ん
は
「
大
田
東
初

の
全
国
大
会
一
勝
を
し
た
い
。
エ

ラ
ー
を
し
て
も
声
を
掛
け
合
い
、

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
勝
ち
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
】

　
８
月
16
日
に
高
崎
ア
リ
ー
ナ

（
群
馬
県
）で
開
催
さ
れ
る「
第
35

回
夏
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
選
手
権
」に
、朝
山
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
（
出
雲
市
）
の
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
に
来
ら
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
﨑
琥
哲
さ
ん
（
大
田
小
６
年
）、

中
村
悠
太
郎
さ
ん（
大
森
小
５
年
）、

中
島
勝
太
郎
さ
ん（
長
久
小
４
年
）、

中
村
湊
さ
ん
（
大
田
小
４
年
）。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
﨑
さ
ん
は

「
全
国
大
会
に
初
め
て
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
県
大

会
で
は
１
人
当
て
ら
れ
て
も
流
れ

を
持
っ
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
盛
り
上
げ
た
。

協
力
し
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
て

最
後
ま
で
走
り
抜
け
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

全
国
大
会
出
場

　
　健
闘
を
祈
り
激
励
金
を
贈
呈

市長から激励金を受け取る辻さん市長から激励金を受け取る辻さん 辻瑚乃美さん辻瑚乃美さん

大田東ジュニアベースボールチームの皆さん大田東ジュニアベースボールチームの皆さん

朝山ファイターズの皆さん朝山ファイターズの皆さん

つ
じ 

こ  

の  

み

は
ま
て
つ
じ

ひ
え 

だ  

あ
　
こ

ほ
り 

り 

ひ
とな

が
た
け 

み  

お

わ
た
な
べ
と
ら
き

し
ら

い
し 

り   

く
わ
た
な
べ
あ
さ 

ひ

か
げ
や
ま
ら
い
と

た
に
も
と
ゆ
う 

や
た 

む
ら
り
ん
く

ひ
え 

だ

か
ん
す
け

さ
こ 

た 

ゆ
い 

と

や
ま
さ
き 

こ 

て
つ

な
か
む
ら
ゆ
う
た 

ろ
う

な
か
し
ま
し
ょ
う
た 

ろ
う

な
か
む
ら
み
な
と

　
全
国
大
会
の
出
場
が
決
定
し
た
選
手
ら
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

出
場
の
報
告
と
大
会
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

※

　
表
敬
訪
問
の
様
子
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
市
長
の
日
記
」

で
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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今
回
は
、
令
和
７
年
４
月
に
島

根
大
学
医
学
部
医
学
科
に
進
学
し

た
、
山
内
修
吾
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
私
の
曽
祖
母
は
山
間
地
域
で
暮

ら
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
患
っ
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
診

療
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、

１
０
０
歳
ま
で
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
で
き
る
だ
け
自
宅
で
過

ご
し
た
い
」
と
い
う
曽
祖
母
の

思
い
に
寄
り
添
い
、
生
活
を
支
え

続
け
る
医
療
の
力
に
深
く
感
銘
を

受
け
た
こ
と
が
、
私
が
医
学
部
を

目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

で
す
。

　　
実
習
や
日
々
の
勉
強
を
は
じ
め

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
も

取
り
組
み
、
忙
し
く
も
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
医
学
部
の
学
び
は
覚
え
る
こ
と

が
非
常
に
多
く
、
試
験
が
連
続
す

る
時
期
は
辛
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
勉
強
を
教
え
合
い
お

互
い
を
高
め
合
え
る
仲
間
の
お
か

げ
で
、
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
刺
激
を

受
け
合
え
る
良
い
人
間
関
係
に
恵

ま
れ
、
日
々
成
長
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
日
々
の
勉
強
や
実
習
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
確
か
な

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
将
来
は
、
患
者
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
ど
ん
な

悩
み
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
い
た

だ
け
る
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
田
市
は
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
全
身
に
健
康
上
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
と

感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
幅
広
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
総
合
的
に
診

る
こ
と
が
で
き
る
医
師
と
し
て
大

田
市
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問
地
域
医
療
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

島
根
大
学

医
学
部
医
学
科
２
年

山
内
修
吾
さ
ん

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
、
島
根
大
学
医
学
部
（
出

雲
市
）
や
島
根
県
立
石
見
高
等
看
護
学
院
（
益
田
市
）
に
推
薦
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
医
師
や
看
護
師
に
な
っ
た
か
た
、

ま
た
在
学
中
の
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

医
学
部
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

10

学
校
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

今
後
の
目
標
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
＊
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
、
山
陰
ク
ボ
タ
水

道
用
材
株
式
会
社
（
松
江

市
）、
日
商
機
材
株
式
会

社
（
松
江
市
）、
お
よ
び

山
陰
防
災
電
機
株
式
会
社

（
出
雲
市
）
か
ら
「
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を

つ
く
る
事
業
」と「
協
働
・

共
創
に
よ
り
持
続
可
能
な

ま
ち
を
つ
く
る
事
業
」に
、

そ
れ
ぞ
れ
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

＊
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
（
地
方
創
生
応
援

税
制
）
と
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
て
、
企
業
が
寄
附
を

お
こ
な
っ
た
場
合
に
法
人

関
係
税
か
ら
税
額
控
除
す

る
仕
組
み
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《市ホームページ》

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

山陰クボタ水道用材株式会社
杉谷雅祥代表取締役社長（右）
山陰クボタ水道用材株式会社
杉谷雅祥代表取締役社長（右）

日商機材株式会社
小村淳治代表取締役社長（左）
日商機材株式会社
小村淳治代表取締役社長（左）

山陰防災電機株式会社
布野浩之代表取締役社長（右）
山陰防災電機株式会社
布野浩之代表取締役社長（右）

企業版ふるさと納税に感謝状企業版ふるさと納税に感謝状
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市
内
に
あ
る
36
の
企
業
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
と
な
り
、
７
月

24
日
・
25
日
、
８
月
23
日
の
３
日
間
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
延

べ
63
組
の
親
子
が
職
場
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
田
商

工
会
議
所
青
年
部
が
「
市
内
で
働
く
大
人
の
話
を
直
接
聞
き
、
仕
事

の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」
と
今
年
度
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

松本大輝さん（大田小６年）、神宮司勇心さん（大田
小６年） 会場：カフェ＆スイ－ツ　ラ・ピーニャ

大田商工会議所青年部渡邊会長
から提言書を受け取る市長

森山蒼斗さん（久屋小３年）
会場：島根電機株式会社

前坂圭人さん（大田小４年）、前坂颯人さん（大田
小６年） 会場：一宮酒造有限会社

《市ホームページ》

※

　
６
月
に
大
田
商
工
会
議
所
青

年
部
よ
り
、
市
へ
親
子
体
験
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
大
田
の
大
人
図
鑑
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
の
政
策
提
言

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

仁摩

波根大田

消費生活 役立つ情報 －上手に使いたいクレジットカード－

クレジット契約のしくみ

クレジットカードを利用するときは

　クレジットカードを使って買い物をする時、消費者・
クレジット会社・販売店の３者間で契約が結ばれます。
①消費者と販売店の間に売買契約など
②クレジット会社と販売店の間に加盟店契約
③消費者とクレジット会社の間に立替払契約

　最も注意したいのは、支払日に銀行口座の残高不足
で「滞納」とならないようにすることです。滞納を放置
すると個人信用情報機関に情報が登録され（いわゆる
ブラックリストに載る）、完済から原則５年間はクレ
ジットカードやローンの審査に通らなくなるなどの
不利益を被ります。

　３回以上の分割払いやリボルビング払い（リボ払い）
は、所定の手数料がかかります。特にリボ払いの手数
料は高く、支払い期間が長くなるほど手数料負担も
かさんでいくので要注意です。カードの初期設定がリ
ボ払いになっている場合もあるため確認しましょう。
カードには利用限度額が設定されていますが、その
金額が自分の支払える額とは限りません。使いすぎに
注意しましょう。

　カードの管理も重要です。紛失・盗難に気づいたら
すぐにクレジット会社へ連絡し、利用停止手続きを
しましょう。カード情報を盗まれ、不正利用される
被害が多発しています。店舗で利用する際はカード
から目を離さない、オンラインショッピングの際には
信用できるサイトか確認しましょう。利用確認メール
や利用明細を必ず見ることで覚えのない利用に気づく
ことができます。不安に思った時は消費生活センター
に相談しましょう。

参考：2026年版「くらしの豆知識」（国民生活センター
発行）

問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

消費者庁イラスト集より
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　総務省統計局（島根県）が実施する社会生活基本調査では、仕事・学業・家事など日々の生活時間の使い方や、
過去１年間の余暇活動の実態を調査します。
　調査結果は、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する施策の基礎資料になります。
　調査は10月20日現在でおこない、10月上旬から
調査員が訪問しますので、インターネットまたは
調査票で回答をお願いします。

問島根県統計調査課生活統計係（☎0852‐22‐5072）

◎大田市の調査対象地域
　大田町、川合町、長久町、久手町、三瓶町池田、仁摩町宅野

《令和８年社会生活基本調査キャンペーンサイト》

社会生活基本調査

「社会生活基本調査」にご協力ください

休日・夜間
マイナンバーカード窓口開設のお知らせ

　以下の日程で、マイナンバーカードの交付・申請・更新について休日・夜間窓口を開設します。
市役所開庁時間内でのマイナンバーカードの受け取り、申請、更新が難しい人は、ぜひご利用くだ
さい。なお、事前に予約をお願いします。
　＜開催日時＞

※　予約状況に応じて変更する場合があります。
＜申請・交付場所＞　市役所本庁　市民課（支所ではおこないません。）
※　現住所が仁摩町と温泉津町の人は、各支所でカードを保管していますので、５日前までにご連絡
ください。
＜取扱事務＞　マイナンバーカードの交付、申請、更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。

10月

11月

４日

８日

休日窓口（日曜日）
８:30～12:00

19日

30日

平日窓口延長（月曜日）
17:20～19:40

▽印刷部数　１４，000部
▽広告料　　１枠（縦4.5㌢×横8.5㌢）
　　　　　　単色（黒）　5，000円
　　　　　　カラー　　 7，500円
※　２枠以上の結合や、１号から複数号に
わたる掲載も可能です。
※　詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。

「広報おおだ」有料広告
▽掲載場所　
　市ホームページのトップページ
▽掲載期間　
　１か月単位で申込可能
▽広告の規格
　縦60ピクセル、横120ピクセル
　４ＫＢ以下
　ＪＰＥＧ・ＧⅠＦ（アニメは不可）
▽掲載料　
　１枠月額 5,000円

「市ホームページ」
バナー広告掲載事業者 「広報おおだ」有料広告
「市ホームページ」
バナー広告掲載事業者

予約制です

随時、募集中！随時、募集中！

　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

　・問政策企画課（☎0854‐83‐8006）申
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問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8182）
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医療機関名
電話番号

高齢者インフルエンザ
接種実施日・接種時間

高齢者新型コロナ
接種実施日・接種時間所在地

実施なし10月１日～12月26日
診療実施日・診療時間内

こまめクリニック
0854-86-8897

実施なし10月１日～12月23日
診療実施日９:00～11:00、14:30～17:00

10月１日～12月31日
診療実施日９:00～12:00、14:00～17:30

10月１日～３月31日
診療実施日９:00～12:00、14:00～17:30

10月１日～３月31日
入院患者様のみ

しみず眼科
0854-86-8830
昭和医院

0854-82-3492

10月１日～３月31日
（月・火・木・金曜日）
９:00～12:00、16:00～18:00
（水・土曜日）９:00～12:00

石東病院

0854-82-1035

10月１日～12月29日
（月・火・木・金曜日）
９:00～12:00、16:00～18:00
（水・土曜日）９:00～12:00

池田診療所

0854-83-3084

10月１日～12月31日
木曜日　13:00～16:00

10月１日～３月31日
木曜日　13:00～16:00

加藤病院志学巡回診療
0855-72-0640

仁摩診療所
0854-88-9030

※　電話での予約不可。
10月１日～３月31日
水曜日　13:00～16:00

10月１日～12月31日
水曜日　13:00～16:00

10月１日～３月31日
水曜日　９:00～11:00

10月１日～12月31日
水曜日　９:00～11:00

加藤病院

0855-72-0640

済生会江津総合病院
0855-54-0101

※　電話での予約不可。
総合受付へ。　　　　　

花田医院
0855-55-0005

花田医院浅利分院
0855-55-1002

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内（※　予約不要）

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～11月30日
金曜日　13:30～

10月１日～11月30日
（第２・４金曜日）　13:30～

波多野診療所
0855-75-1232

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月28日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
木曜日　９:00～11:00

10月１日～12月31日
木曜日　９:00～11:00

10月１日～12月28日
月・金曜日　15:00～16:00
※　予約受付：月～土曜日　10:00～13:00

10月１日～３月31日
月・金曜日　15:00～16:00
※　予約受付：月～土曜日　10:00～13:00

10月19日～12月25日
月曜日　15:00～16:00
（定期予約患者は診療時間）

10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

鳥井診療所
0854-84-8201

川合

池田

川本町

江津市

温泉津

仁摩

久利

祖式

久手

波根

志学

長久

鳥井

大田

川上医院

0854-82-0296

やまうち内科

0854-84-0707

福田医院
0854-85-8526
木島医院

0854-82-8527
郷原医院

0854-82-0817
加藤病院祖式巡回診療

0855-72-0640

加藤病院井田巡回診療
0855-72-0640

加藤病院福波巡回診療
0855-72-0640

10月１日～12月31日
平日診療実施日・診療時間内
入院・通院患者様のみ

10月７日～12月25日
火・水・金曜日　９:00～11:00
予約受付：８:30～14:30

10月７日～３月31日
火・水・金曜日　９:00～11:00
予約受付：８:30～14:30

10月１日～12月31日
月・火・水・木・金曜日
９:00～12:00（受付：８:15～11:00）
火・水・木曜日
13:15～16:00（受付：13:00～15:30）

10月１日～３月31日
月・火・水・木・金曜日
９:00～12:00（受付：８:15～11:00）
火・水・木曜日
13:15～16:00（受付：13:00～15:30）

美郷町
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高齢者のインフルエンザ予防接種および
新型コロナウイルス感染症予防接種についてのお知らせ

問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

〇対象者（大田市に住民票のある以下の人）
・65歳以上の人
・60歳以上～64歳以下の人で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能障がいがあり生活が極度に制限され
　ている人、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障がいを有する人
〇実施医療機関　「指定医療機関」のとおり
〇持参する物　
　マイナンバーカードまたは資格確認書（本人確認のため）、健康手帳（お持ちの人）
　※　受診券の個別送付はありません。
　予診票は医療機関に置いてあります。事前にもらって記入しましょう。
〇接種期間
　インフルエンザ　　　　　　　令和８年10月１日～令和８年12月31日
　新型コロナウイルス感染症　　令和８年10月１日～令和９年３月31日
〇料金　
　個人負担金　インフルエンザ：1,500円
　　　　　　　新型コロナウイルス感染症：5,000円　
　※　生活保護世帯の人は、証明書の提出により無料。

10月より接種が
始まります

令和８年度 高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種指定医療機関【地区別50音順】

（事前予約が必要です）※　実施期間は、各医療機関の予防接種実施状況により変更になる場合があります。

0854-82-0036

生越整形外科クリニック

0854-82-6161

医療機関名
電話番号

高齢者インフルエンザ
接種実施日・接種時間

高齢者新型コロナ
接種実施日・接種時間所在地

大田

上垣医院
0854-82-0270

石田医院
0854-82-1160

10月１日～３月31日
月～土曜日　11:00～11:30
（定期受診のある人は診察時に接種）
10月１日～３月31日
月・火・水・金・土曜日　８:30～11:00
月・火・水・木・金曜日　16:00～17:30

10月１日～12月28日
月・火・水・金・土曜日　８:30～11:00
月・火・水・木・金曜日　16:00～17:30

10月５日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月５日～12月26日
診療実施日・診療時間内

10月１日～３月31日
診療実施日　９:00～17:30

11月１日～12月31日
診療実施日９:00～17:30

実施なし
10月１日～12月26日
月・水・木・金曜日 ８:30～11:30、14:30～17:00
土曜日　　　　　８:30～11:30

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

大田呼吸循環クリニック

うめがえ内科クリニック

0854-83-7800

0854-82-1737
10月１日～３月31日
診療実施日・診療時間内

10月１日～12月31日
診療実施日・診療時間内

合原医院

　高齢者のインフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症の予防接種を実施します。
　インフルエンザは、通常の風邪に比べて全身症状が強く、気管支炎や肺炎などを合併して重症化することが
多く、特に高齢者がかかった場合、重症化する確率が高くなります。
　新型コロナウイルス感染症は、若い人よりも高齢者が重症化するリスクが高く、死亡者数のうち65歳以上の
割合が高くなります。インフルエンザによるものと比べても、入院・死亡のリスクが高くなります。
　接種は強制ではなく、ご本人の意思に基づき受けていただくものです。
　感染症の予防には「手洗い」「マスクの着用を含む咳エチケット」「換気」などが有効です。基本的な感染
対策を引き続きおこない、予防に努めましょう。

せき
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種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和７年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃内視鏡
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院大田市

胃がん
（胃内視鏡）

検診

がん検診（個別）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページをご確認ください）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根

（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付
しています。）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性（２年に
１回 ）
◎自己負担金
40～49歳の女性

（２方向撮影） 2,000円
50歳以上の女性

（１方向撮影） 1,500円

【予約サイト】

直接各医療機関へ
予約してください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

40歳以上で次の該当者
・大田市国民健康保険加入者・生活保護受給者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和
16年４月２日から昭和26年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

特定健診等健康診査
（６月～12月）

後期高齢者
歯科口腔健診

（６月～12月）

そのほかの健（検）診
医療機関種　類 対象者など

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

市内の歯科医療機関歯周疾患検診
（７月～）

令和９年４月１日現在で20、30、40、50、60、70歳の人
◎自己負担金　無料
◎期間　20歳の人　　　　　　　　　　７月～３月
　　　　30、40、50、60、70歳の人　　７月～12月

医療機関種　類 対象者など

問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。



広報おおだ　Ｒ8（2026）9.17

以下の人は☆マークの検診が無料です。
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者（胃内視鏡検査は除く）、
　市民税非課税世帯の世帯員
　※　受診時に証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

健康ガイド10月

17

がん検診（集団）
種　類 日　時 場所 対象者など 予約方法

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

肺がん検診　　40歳～64歳
肺がん・結核検診　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　
検診受診票、健康手帳
※　検診受診票をお持ちでない人
には、当日会場でお渡しします。

予約不要

26日㈪
※　今年
度最終日
です。　

大田市民会館肺がん検診

【女性のみ】
９:30～11:30
【性別不問】
13:30～15:30

健康増進課へ
電話　　　　

（☎0854‐83‐8151）
または予約サイ
トから予約して
ください。　　　

21日㈬

22日㈭

21日㈬

22日㈭

26日㈪

22日㈭

温泉津まちづ
くりセンター

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付してい
ます）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆子宮頸がん
検診

13:00～14:30

９:30～11:00
13:30～15:00

予約不要

予約不要

大田市民会館

40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
・40～49歳の女性（２方向撮影）
　2,000円　　　
・50歳以上の女性（１方向撮影）
　1,500円

40歳以上
◎自己負担金　600円
※　２日間の便を容器に取る検査
です。
※　提出方法：ポスト投函

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆大腸がん検診
（容器配布）

【予約サイト】

10月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

仁摩農村環境
改善センター17:00～18:30

仁摩農村環境
改善センター

９:30～11:30
13:30～15:00

温泉津まちづ
くりセンター

仁摩農村環境
改善センター17:00～19:00

９:30～11:30
13:30～15:30

仁摩農村環境
改善センター

９:30～11:00
13:30～15:00

仁摩農村環境
改善センター

９:30～11:30
13:30～15:30

乳幼児相談 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

大田市人権センター
研修室１

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30７日㈬

ごくごく
授乳相談

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）
身体計測、授乳相談 母子健康手帳・おむつ

バスタオル13:00～16:3021日㈬

育児教室
［ぴよぴよ］
プレパパママ

大田子育て支援センター
（あゆみ保育園内） 妊娠中の人とその家族 母子健康手帳９:30～10:30

受付９:15～30日㈮

離乳食教室 仁摩保健センター 対象：生後９～18か月頃
の乳幼児とその保護者　

母子健康手帳、おむつ
バスタオル

飲み物（お子さん用）

10:00～11:30
受付９:45～27日㈫

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの
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火 木 金日 月 水 土

５
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タルノフスキェ・グルィと
クラクフの町並み

　
今
回
は
、
５
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

訪
問
で
訪
れ
た
２
つ
の
町
で
あ
る
、

タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
と
ク

ラ
ク
フ
の
町
並
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
は
、

町
の
名
前
も
、
タ
ル
ノ
ヴ
ィ
ツ
ェ

と
い
う
村
に
由
来
し
て
お
り
、
現

在
も
町
全
体
に
鉱
山
の
歴
史
文
化

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

市
街
地
で
も
採
掘
が
お
こ
な
わ

れ
、
採
掘
に
携
わ
っ
た
人
々
が
竪

坑
の
近
く
に
家
を
建
て
な
が
ら
町

を
発
展
さ
せ
た
た
め
に
、
不
規
則

な
町
並
み
と
な
っ
て
お
り
、
鉱
山

都
市
な
ら
で
は
の
成
り
立
ち
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
ク
ラ
ク
フ
は
、
中
世
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
首
都
と
し
て

繁
栄
し
、
１
９
７
８
（
昭
和
53
）

年
に
「
ク
ラ
ク
フ
歴
史
地
区
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
旧

市
街
が
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
町
の
中
心
に
は
、
中
世
の
都
市

計
画
を
今
に
伝
え
る
広
場
（
リ
ネ

ク
）
が
広
が
り
、
そ
の
周
囲
に
は

ル
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の

建
物
が
建
ち
並
び
ま
す
。
中
央
に

は
市
庁
舎
が
そ
び
え
、
石
畳
の
通

り
に
は
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

小
さ
な
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま

す
。
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
な

が
ら
も
、
市
民
の
日
常
生
活
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史

あ
る
建
物
が
現
代
の
暮
ら
し
の
中

で
自
然
に
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
町
の
魅
力
で
す
。

　
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
と

ク
ラ
ク
フ
で
は
、
歴
史
あ
る
町
並

み
が
現
在
も
人
々
の
暮
ら
し
の
中

で
自
然
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
世
界
遺
産
を
「
残
す
」
だ
け

で
な
く
「
使
い
続
け
る
」
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

石
見
銀
山
の
保
存
と
活
用
を
考
え

る
上
で
、
多
く
の
学
び
を
得
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

◇10月の行事

◇おすすめの本

18

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第42回

市ホームページ

『学校を休んだ日は本をひらいて』 清　繭子‖著
主婦と生活社

中
　央

『たのむ～ん』
　10月は島根では神在月、またイベントで後の
月といわれる十三夜やドイツのビール祭りなどが
あります。その事にちなんで月・神様・飲み物を
テーマにした本を取り集めました。秋の夜長には、
お家でゆっくりと読書を楽しんでみてください。

中央図書館所蔵

クラクフの広場（リネク）

■：休館（２館共通）

10月の図書館お休みの日

仁
　摩

『小説で読む歴史』
　仁摩図書館でも人気の時代小説。今月は、中で
も史実に基づく歴史小説に注目しました。
　教科書では一行の出来事が一冊の小説になった
ら、歴史の背景がぐっと厚みを増し、登場人物の
心情に寄り添えるかもしれません。

※　この一覧以外の行事などについては、市ホームページをご覧ください。

　“学校に行かなかったあの時
間は、自分のことを守っていた
時間”。本書で、ある作家さん
は上記のように語っています。
言葉にすることがもどかしいよ
うな、今の自分の感情に寄り添
い、前向きな気持ちにさせてく
れる１冊です。

おはなし会

図書館 日　　時行　　事

ストーリーテリング
おおだ石ころ探検隊
わらべうたとおはなしの会
ナイトライブラリー
おはなし会
篆刻体験ワークショップ
よむよむフェスティバル

24日㈯　　11:00～
24日㈯　　14:00～
31日㈯　　10:30～
31日㈯　　17:00～
３日㈯　　10:15～
４日㈰　　10:00～15:00
17日㈯　　10:00～16:00

仁 摩

10日㈯　①10:30～②14:00～ 
24日㈯　　10:30～

中 央



大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

開
所
式

　
令
和
８
年
９
月
２
日
㈬
に
「
大

田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
ご
来

賓
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
、新
た
な
人
権・福
祉
の

拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
と
は

　
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館

（
大
田
市
隣
保
館
）と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
施
設
を
移
転
・
新
築
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
設

で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
人
権
相
談
や
啓
発
活

動
、
地
域
交
流
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
施

設
の
老
朽
化
や
耐
震
性
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
加
え
、
浸
水
想
定
区

域
か
ら
の
移
転
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
整
備
し
た

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
隣
保
館
機
能
に
加
え
、
人
権
推

進
課
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
集
約
し
、
人
権
と
福
祉
の
向

上
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
名
を
『
お
お
だ
ふ

れ
あ
い
会
館
』
か
ら
『
大
田
市
人

権
セ
ン
タ
ー
』
へ
改
め
、
人
権
に

関
す
る
総
合
的
な
拠
点
施
設
と
し

て
の
役
割
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

し
ま
し
た
。

基
本
理
念
「
福
祉
と
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
」

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

施
設
の
特
徴

　
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
人

権
啓
発
に
資
す
る
事
業
に
使
用
で

き
る
研
修
室
３
室
の
ほ
か
、
調
理

室
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
平
屋
建

て
で
段
差
の
な
い
構
造
と
し
、
車

い
す
で
の
利
用
し
や
す
い
動
線
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
設
備
、
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な
ど
、

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
災
害
時
に
は
福
祉
避

難
所
と
し
て
活
用
し
、地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

主
な
役
割

①
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
・
知
る

・
人
権
講
演
会
や
研
修
会
の
開
催

・
人
権
に
関
す
る
啓
発・広
報
活
動

・
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

　
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
へ
の
理
解

　
促
進

・
人
権
に
関
す
る
資
料
・
情
報
収

　
集
お
よ
び
提
供

②
地
域
で
つ
な
が
る

・
教
養
講
座
の
開
催

・
子
育
て
支
援
や
健
康
相
談

・
多
世
代
交
流
事
業

・
地
域
交
流
事
業

③
相
談
す
る
・
支
え
る

・
人
権
相
談

・
消
費
生
活
相
談

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援

・
生
活
上
の
困
り
ご
と
に
関
す
る

　
相
談

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
人

権
に
つ
い
て
学
び
、
相
談
し
、
地

域
で
交
流
で
き
る
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
身
近
な
施
設
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
権
を
大
切
に

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、
人
権
や
暮

ら
し
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
へ

の
ご
意
見
は
…

問
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
０
１
６
）
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大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　地域における子育て支援の一環として、育児不安の軽減や保護者同士の交流の場にも
なるベビーマッサージ教室を開催します。
　今まで来られたことのない人もぜひご利用ください。
▽日時　10月19日㈪　９:30～11:00
▽会場　大田市人権センター（大田町大田ロ1329-8）
▽定員　８組（兄弟姉妹同伴可）
▽申込方法　しまね電子申請サービスまたは電話（0854‐82‐0016）
※　定員になり次第、受付を終了します。

教室の詳細 申込ページ

ベビーマッサージ教室【にこにこスキンシップ】を開催します

石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

19

きずな
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　
増
刊
１
号

広
報
お
お
だ
10
月
号
の
〈
き
ず
な
〉
は
、〈
大
田
市
人
権
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り 

増
刊
１
号
〉
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。



こんにちは
保健師です がん検診を受け忘れていませんか？

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　10月は「がん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間」です。また、乳がんの早期発見・早期治療の大切
さを伝える「ピンクリボン月間」でもあります。この機会に、ご自身やご家族の健康について考えてみませんか。
　がんは日本人の死亡原因の第１位ですが、早期に発見することで治療の選択肢が広がり、治療が期待できる
可能性も高まります。がん検診は「症状が出てから受診する」のではなく「症状がないうちにがんを見つける」
ための大切な機会です。
　市では、自己負担を抑えて受診できる各種がん検診を実施しており、インターネットでの予約にも対応して
います。また、大腸がん検診は自宅で採便するだけで受診できるなど、時間や手間を抑えられる検診もあります。
　「費用がかかりそう」「忙しくて時間がない」と感じている人も、この機会にぜひ検診内容をご確認いただき、
ご自身や大切な人の健康を守るために、がん検診の受診をご検討ください。

※　子宮頸がん検診では、希望によりＨＰＶ検査を受けることができます。ＨＰＶ検査を受けた人は、検査結果
に応じて次回の受診間隔が異なります。結果通知をご確認いただき、案内された時期に受診してください。
　　　　検診日程や対象者、自己負担金などの詳細は、
　　　市ホームページ「がん検診」または
　　　「令和８年度 大田市健康づくり予定表」をご確認ください。

広報おおだ　Ｒ8（2026）9.17 20

営業時間
10:00~18:00
日曜定休日

詳しくは
コチラ！

胃がん検診（胃内視鏡検査）

肺がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

50歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳以上の女性

20歳以上の女性

２年に１回

１年に１回

１年に１回

２年に１回

原則２年に１回※

がん検診名 対象者 受診間隔

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 10月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

①おおだ子ども食堂
　　大田市人権センター

24日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
17日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
17日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

23日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

まだまだやっています！がん検診！
ぜひ受診をご検討ください。

市ホームページ

ご協力ください

「献血」
１０月２９日㈭
中村ブレイス（大森町）
12:15～13:15
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問高齢・障がい福祉課（☎0854‐83‐8059）
　高齢者虐待は、決して遠い世界の出来事ではなく、家庭や地域の中で起こり得る身近な問題です。
　介護者や家族による虐待は、本人の病状や認知症への理解不足、介護による疲れ、孤立感、経済的な負担など、
さまざまな背景から起こることがあります。
　
　　 高齢者虐待の現状（令和６年度）
　
　 　令和６年度には、全国で41,814件の虐待に関する相談・通報がありました。虐待の種類は複数にわたります。
　 　　 　◆ 虐待の種類と割合（重複あり）
　 　　 身体的虐待（暴力など）…64.1％
　 　　 心理的虐待（怒鳴る、無視するなど）…37.2％
　 　　 介護放棄（必要な世話をしない）…19.7％
　 　　 経済的虐待（お金を渡さない、無断使用など）…16.4％
　 　　 性的虐待（性的な嫌がらせなど）…0.4％
　 　 　◆ 虐待の主な原因（重複あり）
　 　　 被虐待者側の要因：「認知症の症状」…58.1％
　 　　 虐待者側の要因：
　　　 　 「介護疲れ・ストレス」…57.2％　　　　「理解力の不足」…49.6％
　　　　  「知識や情報の不足」…49.1％　　　　　「身体的自立度の低さ」…48.4％
　　　　  「介護力の低下や不足」…47.9％　　　 　 出典：厚生労働省 令和６年度「高齢者虐待防止等に関する調査結果」

　　 あなたの身のまわりの人にこんなことありませんか？
　
　 　□過度に怯えたり恐ろしがったりする。反対に極度な無関心、なげやりな態度などがみられる。
　 　□小さな傷が頻繁にみられたり、みみずばれ、ヤケドの跡などがある。
　 　□部屋が非衛生的で、身体にも異臭がある。
　 　□指しゃぶり、かみつき、ゆすりなど悪習慣がみられる。
　 　□過食や拒食がみられる。
　 　□生殖器の痛み、かゆみをうったえる。
　 　□経済的に困っているはずがないのに、お金がないとうったえる。
　 　□介護者が高齢者の健康に関心が低く、受診や入院の勧めを拒否する。
　  　　 もしかしたら、助けが必要かもしれません。
　
　　 虐待を防ぐために、今できること
　
　 　一人で抱え込まずに、まずは相談を
　   　 ⇒ ケアマネジャーや地域包括支援センターに話してみましょう。
　
　 　地域の「気づき」と「声かけ」が命を守ります
　   　 ⇒ 近所で気になる様子があれば、ためらわずに相談を。
　
　 　認知症への正しい理解と対応を
　   　 ⇒ 認知症は病気です。正しい知識を持つことが虐待の防止につながります。
　
　　 相談・通報はこちらまで
　
　 　大田市地域包括支援センター（大田市社会福祉協議会内）　　  ☎0854‐83‐7766
　 　大田市役所 高齢・障がい福祉課 高齢者福祉係　　　　　　　　☎0854‐83‐8059
　 　※　相談者のプライバシーは守られます。安心してご相談ください。

知って防ごう　高齢者虐待
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（　　）内は前月比

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

令
和
８
年
度
島
根
県

難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
田

10
月
１
日
〜
10
月
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

催
　
　
し

消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

労
働
相
談
会

 
（
１
）
患
者
の
立
場
か
ら

 
（
２
）
訪
問
看
護
師
の
立
場
か
ら

 
（
３
）
病
院
連
携
室
の
立
場
か
ら

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

④
作
品
展
示
（
患
者
・
家
族
会
な

　
ど
の
作
品
、
活
動
紹
介
）

問
県
央
保
健
所

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
８
２
５
）

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」「
勤

務
態
度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に

困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
職
場
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門

家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
　
浜
田
会
場

　
10
月
18
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

　
松
江
会
場

　
10
月
25
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

▽
会
場

　
浜
田
会
場
　
い
わ
み
ー
る

　
松
江
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
労
働
者
、
事
業
主

　
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い

　
て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
島
根

　
県
労
働
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
　
当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

※
　
当
日
受
付
は
12
時
ま
で
に
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
・
問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）

　　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書

で
、
特
別
な
効
力
が
あ
り
、
暮
ら

し
の
法
的
安
心
・
安
全
の
仕
組
み

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間（
㈯
・
㈰
・
㈷
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時

　
難
病
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
病
気
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
多
数
の

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
３
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
　

　
　
　 

（
受
付
13
時
〜
）

▽
会
場
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▽
参
加
費
　
無
料

▽
内
容
　
①
講
演

　「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
ア
ル
ツ

　
ハ
イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
大
田
市
立
病
院
神
経
内

　
科
部
長 

三
瀧
真
悟
医
師

②
体
験
発
表

　
座
長
　
う
め
が
え
内
科
ク
リ
ニ
ッ

　
ク
理
事
長 

梅
枝
伸
行
医
師

▽
休
日
無
料
相
談
日
時（
要
予
約
）

　
10
月
４
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

　
・
問
浜
田
公
証
役
場

（
☎
０
８
５
５
‐
22
‐
７
２
８
１
）

　　
放
水
や
消
防
車
両
の
乗
車
な
ど

日
頃
で
き
な
い
こ
と
が
体
験
で
き

ま
す
。
ほ
か
に
も
消
防
車
な
ど
の

展
示
も
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
25
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
13
時

▽
会
場
　
大
田
消
防
署

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
小
学
２
年
生
以
下
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

問
大
田
消
防
署
　
予
防
係

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
15
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
機
能
訓
練
室

▽
定
員
　
20
人
程
度
（
要
申
込
）

▽
受
講
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
講
師
が
出
か

け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜
17

時
）。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
問
大
田
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
　
10
月
27
日
㈫

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
会
議
室
・
調
理
実
習
室

※
　
受
付
は
会
議
室
で
す
。

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
20
人

▽
申
込
期
間
　
９
月
30
日
㈬
９
時

　
〜
定
員
に
達
す
る
ま
で

▽
講
師
　
大
野
美
穂
さ
ん

▽
メ
ニ
ュ
ー
　
肉
料
理
２
品
と
パ

　
ン
ま
た
は
ご
は
ん

▽
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

衛
生
的
な
食
肉
料
理
講
習
会

▽
日
時
　
11
月
26
日
㈭

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
会
議
室
・
調
理
実
習
室

※
　
受
付
は
会
議
室
で
す
。

市　勢
（令和８年９月１日現在）

○人　口　30,355人　（△  38）
　・男　　14,635人　（△  11）
　・女　　15,720人　（△  27）
○世帯数　15,063世帯（△  16）
○出生数　　　 9人
○死亡数　　　34人
○面　積　435.34㎢

ホーム
ページ

申

申

申



事
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
職
員
の

皆
さ
ん
の
周
辺
業
務
（
洗
濯
や
掃

除
、
食
事
の
準
備
・
片
付
け
な
ど
）

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
た
め
の

基
本
的
な
知
識
や
心
構
え
を
、
演

習
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な

が
ら
学
び
ま
す
。

▽
期
間
　（
原
則
３
日
間
受
講
）

　
10
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭

　
10
時
〜
16
時

▽
会
場
　
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

▽
受
講
料
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
15
人
（
要
申
込
）

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
10
月
６
日
㈫

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）
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お
お
だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
２
０
２
６

公
共
職
業
訓
練

Ｐ
Ｃ
基
礎
・
経
理
事
務
科

保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

無
料
登
記
相
談
会

屋
調
査
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
９
日
㈮

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
和
室

問
和
田
稔
己
事
務
所

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
４
８
７
）

『
ち
ょ
っ
と
不
便
で
楽
し
い
一
日
・

エ
シ
カ
ル 

マ
ル
シ
ェ
＆
シ
ネ
マ
』

▽
開
催
日
　
10
月
18
日
㈰

エ
シ
カ
ル
マ
ル
シ
ェ

▽
時
間
　
10
時
〜
12
時

▽
内
容
　
あ
な
た
の
エ
シ
カ
ル
な

　
選
択
は
？
飲
食
・
生
活
雑
貨
・

　
量
り
売
り
　
11
店
舗
出
店
　

エ
シ
カ
ル
シ
ネ
マ

▽
時
間
　
12
時
〜
14
時
10
分

▽
上
映
作
品
　
映
画「
プ
ラ
ス
チ
ッ

　
ク
の
海
」（
１
０
０
分
）

　
映
画
終
了
後
〜
15
時
頃
ま
で

　
マ
ル
シ
ェ
や
シ
ネ
マ
の
感
想
を

　
シ
ェ
ア
し
「
想
い
」
を
創
り
上

　
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
会
場
　
三
瓶
山
北
の
原
キ
ャ
ン

　
　
　
　
プ
場
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料
（
予
約
不
要
）

問
実
行
委
員
会
事
務
局
　
伊
藤

（
☎
０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２

４
２
）

　
令
和
10
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
関
連
の
支

援
施
設
「
大
田
市
こ
ど
も
総
合
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
７
月
〜
８

月
に
か
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
応
募
い
た
だ
い
た
愛
称
候
補
か

ら
投
票
の
対
象
と
な
る
候
補
５

点
を
選
定
し
、
決
選
投
票
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
投
票
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　

　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
４
日
㈰

▽
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

問
こ
ど
も
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
経
理
業
務

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
20
人

▽
申
込
期
間
　
９
月
30
日
㈬
９
時

　
〜
定
員
に
達
す
る
ま
で

▽
講
師
　
大
野
美
穂
さ
ん

▽
メ
ニ
ュ
ー
　
家
庭
で
気
軽
に
作

　
れ
る
肉
料
理
１
品
ほ
か

▽
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

　
・
問
島
根
県
食
肉
事
業
協
同
組

合
連
合
会
（
㈯
・
㈰
・
㈷
休
み
）

（
☎
０
８
５
４
‐
85
‐
７
８
４
３
）

▽
日
時
　
10
月
17
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
３
階
研
修

　
室

▽
入
場
料
　
無
料

▽
定
員
　
当
日
先
着
50
人

▽
上
映
作
品
　「
ケ
ア
ニ
ン
〜
こ

　
こ
ろ
に
咲
く
花
」（
２
０
２
２
年

　
／
１
０
１
分
）

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
相
続
し
た
土
地
や
建
物
は
相
続

登
記
を
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
売
却
や
相
続
の
際
に
は

境
界
確
認
や
測
量
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
土
地
家

が
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

▽
期
間
　
令
和
８
年
12
月
１
日
㈫

　
〜
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

　
９
時
10
分
〜
15
時
50
分

　（
㈯
・
㈰
・
㈷
・
12
月
29
日
〜

　
１
月
３
日
は
お
休
み
）

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
５
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
対
象
　
求
職
者

▽
内
容
　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操

　
作
・
複
式
簿
記
の
基
礎
知
識
の

　
習
得
・
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

　
会
計
作
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
へ
連
絡

▽
申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈪

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

県
立
東
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
３
‐
28
‐
２
７
３
４
）

　
保
育
園
や
こ
ど
も
園
で
の
お
仕

募
　
　
集

大
田
市
こ
ど
も
総
合
セ
ン

タ
ー
愛
称
２
次
募
集

ホーム
ページ

ホーム
ページ

申

申

申



木村司法書士事務所
司法書士　木 村 修 也

不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他

相続登記はお済みですか!?

広報おおだ　Ｒ8（2026）9.17

　母子・父子家庭や寡婦の人などを対象に経済的に自立していくために必要
な資金を、低利子または無利子でお貸しする制度です。
　 対 象
　　令和９年４月に進学・修業を希望している
　　・児童を扶養する母子家庭の母または父子家庭の父
　　・20歳以上の子を扶養する寡婦
　　・父母のない児童など
　 資金の種類
　①児童の進学などを対象とする資金（貸付はいずれも無利子）
　・就学支度資金
　　就学、修業するために必要な入学金や被服などの購入資金
　・修学資金
　　高校、大学、大学院、高等専門学校または専修学校に就学するための
　　授業料、書籍代、交通費などに必要な資金
　・修業資金
　　就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金
　②母子家庭の母、父子家庭の父および寡婦の知識技能習得を対象とする資金
 （連帯保証人を立てる場合は無利子、立てない場合は年１％）
　・技能習得資金
　　就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金
※　修学先、自宅、自宅外通学など状況により貸付できる額が異なります。
　 申請期間
　　令和９年２月26日㈮まで（県庁必着）
　※　島根県育英会など、母子父子寡婦福祉資金との併給ができない奨学金
があります。
※　高等教育の修学支援新制度による奨学金・授業料減免などについては、
貸付限度額より給付額・減免額を控除した範囲で併給が可能です。
　　　　　　　　　　　 　　　　　問こども政策課（☎0854‐83‐8148）

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋北）
大田（橋南）

30日
30日

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

 　 
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　４日・18日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

24

10月不燃ごみの収集日

21
16
29
26
23
28
27
22
19
20
22

日日７
２
５
15
９
14
13
１
８
６
１

〈訂正〉
　広報おおだ９月号の５ページ内、「バトミントン」は、正しくは「バドミントン」。
また、９ページの「私のあんしんノートⅡ」のキャプション内、「大田市青年後見
センター」は、正しくは「大田市成年後見センター」でした。
　訂正し、お詫びいたします。

母子父子寡婦福祉資金の
　　 予約貸付を受け付けます



５日㈪ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
３日㈯ 10時～11時30分 大田まちづくりセンター

大田まちづくりセンター
久利まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

９日㈮ 19時～20時30分

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

福祉職場　相談会
28日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

全国ギャンブル依存症家族の会島根
４日㈰ 13時30分～15時30分 東出雲公民館ヨリアイーナ

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

28日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）

こころの健康相談（要予約）
20日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

県央保健所６日㈫ ９時30分～11時
20日㈫ ９時30分～11時

難病相談
しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）
オンライン相談も可能

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

14日㈬ 
13時30分～15時30分

申

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）申

問全国ギャンブル依存症家族の会島根（☎090‐7372‐2025）
参加費1000円　予約不要

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金　９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577
祝日・年末年始を除く

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

広報おおだ　Ｒ8（2026）9.17

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

浜保6ね第1号

司法書士
相　　談

13日㈫ 
10時～12時

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）
要予約・無料

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

２日・９日・16日・
23日・30日
（いずれも金）
10時～15時40分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）
要予約・原則無料
３回目の継続相談から有料

25

10月の相談
年金相談（要予約）

市役所４階大講堂６日㈫　10時～15時
22日㈭　10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

６日㈫　９時～15時
予約締切　９月28日㈪　16時 市役所３階第２会議室（小）

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

２日㈮　９時～12時 大田市人権センター
16日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
16日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

人権相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　９月28日㈪、29日㈫、30日㈬
　10月28日㈬、29日㈭、30日㈮

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

11月２日
３期
４期
４期

９月30日
－

３期
３期

期限内に納付をお願いします税・保険料

16日㈮　９時～15時 市役所４階大講堂
行政相談週間合同相談会

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

16日㈮　10時～16時 大田市人権センター
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
９日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田
　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

申

申

申

申
申
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～波根海岸
　４０００個のキャンドルの灯りに
　　　　　　　　てらされて～

問総務部総務課（☎0854‐83‐8013）

　７月18日に、波根海岸でキャンドル
ナイトが開催されました。
　これは、2011年の東日本大震災の被
災地復興を祈念し始まったもので、今
年で15年目を迎えます。
　今年のテーマは地元の朝波小学校の
児童から募集した「心でつながるはね
～夕日にてらされる海～」です。

　実行委員会のメンバーや地元住民、
ボランティアが心を一つにし、約4000
個のキャンドルが１時間かけて階段や
砂浜に並べられました。
　海辺はキャンドルの灯りで彩られ、
その幻想的な光景にしばし暑さを忘れ
るひとときでした。

　７月28日に熊本県熊本地方を震源とする地震があり、熊本県宇城市、氷川町
で震度７の揺れを観測しました。
　市では被災されたかたがたを支援するため、義援金箱を設置しました。

【設置場所】本庁（市民課窓口）、温泉津支所、仁摩支所
【受付時間】平日　８時30分から17時15分
※　義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に送金します。


